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●天然暴露試験
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●促進耐候試験
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●ニッペアクアシール吸水防止効果
　（コンクリート材令による）

吸水比

ニッペアクアシール未処理

   D  ：脱型後室内養生（20℃、60％KH）持続
W5D：脱型後5日間水中養生、
　　　その後室内養生（20℃、80％RH）持続

ニッペアクアシール処理

塗付材令（日）
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●素材含水率と吸水防止効果

吸水比

ニッペアクアシール未処理

ニッペアクアシール
処理

素材含水率（％）

特　長

浸透形吸水防止塗材

強力な防水層で水の浸入を防ぐ外壁処理材。

ホルムアルデヒド
放　散　等　級 F☆☆☆☆

ニッペアクアシール（200S）は透明なシリコーン系シラン化合物で、コンクリートをはじめモル
タル、PC板などの吸水防止処理用に使用されます。塗付体内部に深く浸透し、化学反応によっ
て強力な防水層を形成。長期にわたって水の浸透を防ぎ、腐食劣化や白化、汚れを防止します。
また、この防水層はフィルム（被膜）を形成せず、塗付体本来の通気性を保持。従って水は通さな
いが水蒸気などは自由に通過させ、湿気の異常な滞留を防ぎます。なお、乾燥後は塗付前とほと
んど同じ色調になりますので、ぬれ色や異様な光沢の発生の心配もありません。

１．強力な防水層を形成します。
躯体内部に深く浸透し､化学反応により強力な防水層を形成します｡また､躯体内部から流出するエフロを防水層に止
めて､汚染を防ぎます。

2.通気性を有しています。
防水層は被膜を形成しないので､躯体本来の通気性を保持します｡つまり､水ははじいても水蒸気や湿気は通過し､躯体
内での異常な滞留を防ぎます。

3.塗付後も外観は変わりません。
乾燥後は塗付前とほとんど同じ色調になりますので､ぬれ色や異様な光沢発生の心配がありません。

4.その他､さまざまな効果が得られます。
●かびや雑草の繁殖防止。
●塩害､凍害､酸性雨､アルカリ骨材反応などによるコンクリートの早期劣化防止。

●ニッペアクアシールの各種性能
測定条件　基材:ＪISプレーンモルタル　試験体:ＪIS標準状態で24時間養生　吸水比:20 C゚の水中で24時間浸漬後測定　ニッペアクアシール(200S)は塗付量300g/m2



素地調整 ゴミ、未硬化セメント粉末、砂じん、油脂分などの付着物をワイヤブラシ、皮すき、サンドペーパー、ウエスなど
で除去し、乾燥した清浄な面とする。（含水率10％以下、pH9以下）

工 程 塗 料 名 塗り回数 塗り重ね乾燥時間使用量（㎏／㎡／回） 塗 装 方 法希釈率（％）希釈剤

無希釈上塗り ニッペアクアシール（200S）

色 透明

成 分 シラン系オリゴマー

外 観 無色ないし淡黄色の透明溶液

光 沢

密 度（g ／c㎥）（23℃） 0.78

引 火 点 43℃

危 険 物 区 分 第4類　第2石油類（非水溶性）

化 学 名消
防
法
表
示

合成樹脂クリヤー塗料

発 火 点 201℃（参考値）

危 険 物 等 級 Ⅲ（火気厳禁）

有機溶剤区分 第3種等

有 害 物 表 示

3 10分0.08～0.09 はけ、ウールローラー

1. 本品のスプレーによる塗装は避けてください。スプレー噴霧粒子を吸い込
むと、嘔吐・呼吸困難・肺障害などの症状が出る場合があります。

2. 塗装場所の気温が５℃未満、もしくは湿度８５％以上である場合、または
換気が十分でなく結露が考えられる場合、塗装は避けてください。

3. むらなく均一に浸透させるためには一度に厚塗りはせず、2～3回に分け
て塗り重ねてください。浸透形ですので追いかけ塗りが可能です。

4. 塗装面が乾燥すると未塗装面との区別がつきにくくなりますので、未塗
装個所が残るのを避けるため、ひとつのブロックごとに中断することなく
連続して塗装してください。

5. 塗装面は4～6時間（23℃）で十分な効果を発揮します。
6. シーリング材（ポリサルファイド系、アクリル系、ポリウレタン系、シリコン
系）は侵される心配はありません。ただし、硬化後場合により膨張すること
がありますが、溶剤が揮発した後は元の状態に戻ります。

7. 溶剤系塗料のため、室内での塗装は必ず換気をしてください。また、外部
での塗装においても、換気口・空気取入口などに養生を行い、溶剤蒸気
が室内に入らないように注意してください。居住者へのご配慮をお願い
致します。

8. 素地表面のアルカリ度はｐＨ１０以下、表面含水率は１０％以下（ケット科
学社製ＣＨ－２型で測定した場合）、または５％以下（ケット科学社製Ｈｉ５０
０シリーズ：コンクリートレンジで測定した場合）の条件で塗装してください。

9. 表面のごみ、ほこり、エフロレッセンス、レイタンスなどは除去し、目違い、ジャン
カ、コールドジョイントなどは、樹脂入りセメントモルタルで平滑にしてください。

10. 屋外の塗装で降雨、降雪のおそれがある場合、および強風時は塗装を
避けてください。

※上記の各数値は、すべて標準のものです。被塗物の形状、素地の状態、気象条件、施工条件によりそれぞれ多少の幅を生じることがあります。
　塗料の塗り重ねは所定の塗り重ね乾燥時間をまもってください。（縮み、割れ、乾燥不良、付着不良などが起こります）
※カタログに記載されている内容は一般的な環境下での施工を想定して記載されております。特別な環境が想定される施工現場・部位に塗装
　される場合は、事前に必ず当社営業までご相談いただきますようお願いします。

11. 塗装時および塗料の取り扱い時は、換気を十分に行い、火気厳禁に
してください。

12. 飛散防止のため必ず養生を行ってください。
13. 調色には必ず当社専用の原色をお使いください。
14. 塗装面以外に付着した場合は、乾燥するまでにラッカーシンナーまたは
塗料用シンナーで洗い落としてください。

15. ローラー、はけなどは、ほかの塗料での塗装に使用すると、はじきなど
が発生するおそれがありますので、十分に洗浄するか、専用でご使用
ください。

16. 塗料漏洩の原因になりますので、保管・運搬時に容器を横倒しにしない
でください。

17. 製品の安全に関する詳細な内容については、安全データシート（ＳＤＳ）を
ご参照ください。

18. 内容物／容器を国際、国、都道府県又は市町村の規則に従って産業
廃棄物として廃棄してください。

19. 塗料、塗料容器、塗装具を廃棄する時には、産業廃棄物として処理して
ください。容器、塗装具などを洗浄した排水は、そのまま地面や排水溝に
流すと環境に悪影響を及ぼすおそれがありますので、排水処理場などの
施設に持ち込むか、産業廃棄物処理業者に処理を依頼してください。

20. 本製品は日本国内での使用に限定し、輸出される場合は、事前に相談
ください。

●打放しコンクリート、モルタル、PC板、スレート板などの吸水防止。
●打放しコンクリート、モルタルなどのエフロ防止。
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使用上の注意事項（詳細な内容については、各商品の製品使用説明書などにてご確認ください）

用途

標準塗装仕様

塗料性能

容量

●本カタログの内容については予告なしに変更する場合がございますのであらかじめご了承ください。
●本カタログ中の製品名・会社名は、日本ペイントホールディングス株式会社または日本ペイント株式会社・その他の会社の、
　日本およびその他の国の登録商標または商標です。
●©Copyright 2023 NIPPON PAINT Co.,LTD. All rights reserved.
●日本ペイントホームページ https ://www.nipponpaint.co.jp/

北海道支店　☎011-370-3101
東 北 支 店 　☎022-232-6711
関 東 支 店 　☎03-5479-3614
北関東信越支店　☎03-5479-3614
中 部 支 店 　☎052-461-1960

近 畿 支 店 　☎06-6455-9608
中 国 支 店 　☎082-281-2180
四 国 支 店 　☎0877-56-2346
九 州 支 店 　☎092-751-9861


